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 ２－２．令和６年度第１回合同企業説明会 inふなばし（Ｐ６～７） 
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資料３－１．自転車乗車用ヘルメット購入費補助事業概要（Ｐ１０） 
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資料３－１ 

令 和 6 年 7 月 ２ ３ 日 

市民生活部市民安全推進課 

 

 

自転車乗車用ヘルメット購入費補助事業について 

 

 

自転車乗車中の交通事故の被害軽減に向け、自転車乗車用ヘルメット(以下「ヘルメット」)の

購入者に対する補助事業の申請受付を令和6年9月2日（月）から開始します。  

 

１ 補助金額 

ヘルメット1個当たり2,000円 

 

２ 申請受付期間 

令和6年9月2日（月）から令和7年1月31日（金）まで 

※予算額に達した場合は、予定より早く終了する場合があります 

 

３ 補助対象者 

申請時に申請者・利用者ともに船橋市に住民登録のある人 

※利用者1人につき1個まで1回限り 

 

４ 補助件数 

8,000件 

 

５ 補助対象 

令和6年7月1日（月）以降に購入した市指定の安全基準を満たす2,000円（税込）以上のヘ

ルメット 

 

６ 申請方法 

市オンライン申請システム 

※郵送や窓口でも対応予定 

 

７ 専用ダイヤル・窓口 

（１）専用ダイヤル：047（436）8854 

（２）窓口：別館１階 

※いずれも8月1日（木）に設置 

 

 

 

問い合わせ先：市民安全推進課 ０４７（４３６）2２90 
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     ＼自転車乗車時は必ずヘルメットをかぶろう／ 
      自転車事故で亡くなった方の多くは頭部に損傷を負っています。 

      

     ＼自転車保険に加入しよう／ 

      千葉県では自転車保険への加入が義務化されています。 

       船橋市 市民安全推進課  受付時間：平日9：00～17：00  

       ７月１日～７月３１日 ☎047-436-2290  

     ８月１日～１月３１日 ☎047-436-8854（専用ダイヤル） 

   検索又は右のコード  ▶  

※申請方法は9月2日（月）に市ホームページでお知らせします。 

申請期間 

令和6年9月2日（月）～令和7年1月31日（金） 

※予算額に達した場合は、予定より早く終了する場合がありますので、お早めに申請して 

 ください。 

事業詳細 

・申請時に申請者・利用者ともに市内在住の方 

・令和6年7月1日（月）以降に購入したヘルメット 

・SGマーク等の安全基準を満たす2,000円（税込）以上のヘルメット 

※申請には領収書等（購入日や購入金額、安全基準が確認できるもの）が必要になります 

 ので、申請時まで必ず保管してください。 

補助対象 

船橋市 9月2日受付開始 

市ホームページ 

船橋市 自転車 ヘルメット 補助 検索 
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船橋市再犯防止推進計画 概要版 

１ 計画の趣旨 

犯罪をした者等の中には、安定した仕事や住居がない人、薬物やアルコール等への依

存のある人、高齢で身寄りがない人など地域社会で生活する上で様々な課題を抱えてい

る人が多く存在します。 

こうした人が再び犯罪をするのを防ぐためには、社会に復帰した後、生活の安定が図

られるよう、それぞれが抱える課題に応じた「息の長い」支援を、国、地方公共団体、民

間の団体等が連携協力して行うことが重要であり、その推進のため「船橋市再犯防止推

進計画」を策定します。 

２ 計画の位置づけ 

   再犯の防止等の推進に関する法律（以下「再犯防止推進法」という。）第 8 条第 1 項

に規定する「地方再犯防止推進計画」として策定し、「船橋市総合計画」や、「船橋市地域

福祉計画」などの関連する行政計画との整合性を図っています。 

３ 計画の対象者 

再犯防止推進法第 2 条第 1 項に規定する「犯罪をした者等」（犯罪をした者又は非行

少年若しくは非行少年であった者をいいます。） 

４ 計画の期間 

令和６年度から令和８年度までの３年間 

１ 刑法犯の認知件数、検挙件数、検挙人員の推移（千葉県） 

 

 

 

 

 

出典：千葉県警察ホームページ 

２ 刑法犯検挙者中の再犯者数及び再犯者率（千葉県） 
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刑法犯認知件数は、

年々減少傾向にあり

ます。 

一方で、刑法犯検挙

者中の再犯者の割合

（再犯者率）は、約５

割の高い水準を推移

しています。 

１ 計画の概要 

２ 再犯の防止等を取り巻く状況 

３ 具体的な取組 

１ 就労・住居の確保等を通じた自立支援のための取組 

 

 学識経験者や保護司会等の民間団体、保健医療・福祉の関係団体、地域住民・団体や行

政機関等を構成員とする「（仮称）船橋市再犯防止推進ネットワーク」を設置し、関係機関

の結びつきを強めることで、犯罪をした者等が継続的に適切な支援を受けられる体制の構

築を進めます。 

 

４ 計画の推進体制 

情報共有 

関係機関の連携強化 

【（仮称）船橋市再犯防止推進ネットワークのイメージ】 

(1)高齢者、障害者等への支援  総合相談窓口事業、障害者(児)総合相談支援事業等 

(2)薬物依存を有する人への支援 薬物乱用防止啓発事業等 

国・地方公共団体 

地域 関係団体等 

市 

2 保健医療・福祉サービスの利用の促進等のための取組 

 

(1)就労の確保  就労準備支援事業、若者就業支援事業等 

(2)住居の確保  居住支援事業、市営住宅等 

3 学校等と連携した修学支援の実施等のための取組 

 

4 犯罪をした者等の特性に応じた効果的な指導の実施等のための取組 

 

5 民間協力者の活動の促進等のための取組 

 

6 地域による包摂を推進するための取組 

 

スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカーによる支援等 

家庭児童相談室、こども発達相談センター、男女共同参画センター等 

協力雇用主への優遇措置、保護司会補助事業等 

(仮称)船橋市再犯防止推進ネットワークの設置、重層的支援体制の整備等 

東京矯正管区提供データをもと

に作成 
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